
【 向日市】  

１ 人１ 台端末の利活用に係る 計画 

 

１ ． １ 人１ 台端末を始めと する ICT 環境によ って実現を目指す学びの姿 

 

令和３ 年に中央教育審議会において取り ま と めら れた「『 令和の日本型学校教育』 の構築

を目指し て～全ての子供たちの可能性を引き 出す、個別最適な学びと 、協働的な学びの実現

～（ 答申）」 では、「 新学習指導要領の全面実施」、「 学校における 働き 方改革」、「 Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス

ク ール構想」 を柱に新し い時代の学校教育を実現し ていく こ と が重要であり 、今後実現を目

指す学校教育を「 令和の日本型学校教育」 と し て、 各学校においては、 Ｉ Ｃ Ｔ を日常的に活

用し ながら 、「 個別最適な学び」 と 「 協働的な学び」 を一体的に充実し 、「 主体的・ 対話的で

深い学び」 の実現に向けた授業改善につなげていく こ と が必要である と さ れま し た。  

ま た、 令和６ 年に閣議決定さ れた「 経済財政運営と 改革の基本方針２ ０ ２ ４ 」 では、「 こ

ども たちの学びの更なる 充実と 教職員の負担軽減に向け、 国策と し て推進する GIGA ス ク

ール構想を中心に、 ク ラ ウ ド 環境や生成Ａ Ｉ の活用等によ る 教育Ｄ Ｘ を加速する 。」 と し て

いま す。  

こ う し たこ と を踏ま え、本市においては、新し い時代にたく ま し く 生き 、ふる さ と 向日市

から 世界に羽ばたき 、社会と 地位の発展に貢献でき る 人間が育つ地域づく り を目指し 、人権

尊重を基盤と し て、 時代の進展に対応し た教育を進めていま す。  

さ ら に、 各学校では ICT を活用し た新たな教材やアプリ ケーショ ン、 学習活動を積極的

に導入する など Ｉ Ｃ Ｔ を効果的に活用し た授業に取り 組むと と も に、 向日市教育委員会が

策定する 学校教育指導の重点では、特に配慮すべき 事項と し て、1 人１ 台端末を活用し た「 個

別最適な学び」 と「 協働的な学び」 の実施と 体系的な情報活用能力の育成を挙げていま す。  

 

２ ． GIGA 第１ 期の総括 

 

（ １ ） Ｇ Ｉ Ｇ Ａ 第１ 期の成果 

 

① １ 人１ 台端末と ネッ ト ワ ーク 環境の構築 

本市では、 令和２ 年（ ２ ０ ２ ０ 年） 度に児童・ 生徒及び教職員に１ 人１ 台端末（ タ ブレッ

ト 端末 Wi-Fi モデル） を配備する と と も に、 各学校にイ ンタ ーネッ ト 接続回線を契約し ま

し た。ま た、公立学校情報通信ネッ ト ワ ーク 環境施設整備費補助金を活用し 、市立小中学校

において、校内 LAN 及び無線アク セス ポイ ント を再整備し 、通信速度の増強を図り ま し た。

こ れによ り 、 児童・ 生徒及び教職員は、 １ 人１ 台端末を活用し て校内の各教室でイ ンタ ーネ

ッ ト に接続でき る ネッ ト ワ ーク 環境の構築を実現し ま し た。  

 



② 周辺機器の充実 

１ 人１ 台端末の導入に合わせて、各小中学校に大型テレビ、ス ト リ ーミ ングデバイ ス 等の

周辺機器を再整備し ま し た。 こ れによ り 、児童・ 生徒が資料を投影し ながら 自分の考えを説

明でき る 環境が整いま し た。  

ま た、ク ラ ウ ド の特性を活用し たリ アルタ イ ムな共同編集機能、チャ ッ ト 機能、振り 返り ・

アンケート 機能、 課題配信等の様々な機能が使える「 授業支援シス テム」 や、 自分の習熟度

に合わせて問題練習を行い、自動採点さ れ結果をリ アルタ イ ムに確認でき る「 デジタ ルド リ

ル」 等のアプリ ケーショ ンを導入し 、タ ブレ ッ ト 端末を活用し た学びを推進でき る 環境を整

えま し た。  

 

③ 向日市Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ールプロ ジェ ク ト 会議の創設 

向日市Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ールプロ ジェ ク ト 会議（ 以下、「 プロ ジェ ク ト 会議」 と いう 。） はタ ブ

レ ッ ト 端末導入に合わせて設置さ れた、 教職員を中心と し た１ 人１ 台端末の効果的な活用

を研究する 組織です。各校から ２ 名以上の教職員によ って構成さ れ、年４ 回の実践交流会を

行う と と も に、他校の実践事例を自校に積極的に取り 入れ、市全体で情報教育の推進を図る

こ と を目的と し て活動し ま し た。  

プロ ジェ ク ト 会議の実践交流会を通じ て、 子ど も たちが１ 人１ 台端末を学習活動の中で

効果的に活用する ための取組や課題など を共有し 、 さ ら なる 活用の推進に向けた協議を行

いま し た。  

令和６ 年（ ２ ０ ２ ４ 年） 度には、 子ども 主体の授業への転換を図る ため、 プロ ジェ ク ト 会

議のメ ンバーを中心に、 児童・ 生徒がＩ Ｃ Ｔ を活用する 授業を参観し 、「 効果的なＩ Ｃ Ｔ 活

用と は何か」 を研究する 取組に発展さ せま し た。  

 

④ 授業改善の実践事例の収集と 公表 

教職員が、１ 人１ 台端末を効果的に活用し た個別最適・ 協働的な学びの授業実践の参考と

し 、 授業改善を図る こ と を目的に、令和４ 年度よ り 実践事例の収集を行いま し た。 収集し た

実践事例は、京都府の教職員専用のポータ ルサイ ト にアク セス する こ と で、教職員がいつで

も 、 どこ でも 実践事例を参照でき る よ う になっていま す。  

 

⑤ 教職員研修の充実 

１ 人１ 台端末導入以前よ り 、 市立小中学校の ICT 担当者を中心に、 ICT を効果的に活用

し た授業づく り やプロ グラ ミ ング教育に関する 研修を実施し ていま し た。  

１ 人１ 台端末導入後は、本市が導入し た「 授業支援ソ フト 」及び「 デジタ ルド リ ルソ フト 」

の活用方法について、全教職員を対象と し た校内研修会を各学校で毎年実施し 、授業におい

て積極的な活用が図ら れる よ う に研修の充実を図り ま し た。  

 



⑥ オンラ ンアンケート 調査の実施 

 児童・ 生徒の情報活用能力の育成状況や教員のＩ Ｃ Ｔ 活用指導力、児童・ 生徒及び教員の

タ ブレ ッ ト 端末の利活用状況を把握する ためにオンラ イ ンアンケート 調査を実施し 、 結果

の分析と 成果と 課題の共有を図り ま し た。  

 

（ ２ ） Ｇ Ｉ Ｇ Ａ 第１ 期の課題 

 

① 各種調査結果における 成果と 課題の共有 

 Ｉ Ｃ Ｔ の効果的な活用の推進に向けて、 全国的な動向や様々な調査結果の情報等も 踏

ま えて、 成果や推進を阻む課題の解決に向けた共通認識を図る 必要がある 。  

 

② ヒ アリ ング等によ る 学校の課題把握及び個別支援 

 各種調査等の分析等を踏ま えて、 Ｉ Ｃ Ｔ の効果的な活用を実現さ せる ために各学校の

課題を明確にし 、 その解決に向けた取組を進める 必要がある 。  

 

③ 教職員研修の一層の充実 

 教職員のさ ら なる Ｉ Ｃ Ｔ 活用指導力の向上を図る ため、 研修内容や方法の工夫改善が 

必要である 。  

 

④ 先進事例の積極的導入 

 全国や他市町の先進的な取組を調査研究し 、 効果的と 判断でき る 取組について積極的 

に取り 入れる 必要がある 。  

 

⑤ 優れた授業実践事例の収集及び波及 

 「 主体的・ 対話的で深い学び」 の実現に向けた授業改善につなげる ため、 個々の優れた

授業実践を収集し 、 広く 他に波及さ せる 必要がある 。  

 

 

３ ． １ 人１ 台端末の利活用方策 

 

本市においては、１ 人１ 台端末活用と ク ラ ウ ド 環境を前提と し た「 全ての子ど も たちの可

能性を引き 出す、 個別最適な学びと 、 協働的な学び」 の実現に向けて、 子ども たちが課題を

解決する ために学習過程や学習形態、何を使って学ぶかなどを自己選択・ 自己決定し ていく

学びを推進し ま す。  

ま た、 GIGA 第１ 期での取り 組みを一層深化さ せる と と も に、 以下の取組を通じ て、 国の

示す目標の達成を目指し ま す。  



 

（ １ ） 各種調査結果における 成果と 課題の共有 

各種調査（ 本市独自のアンケート 調査をはじ め「 全国学力学習状況調査」 や「 学校におけ

る 教育の情報化の実態等に関する 調査」 等） の結果及び成果と 課題を共有する こ と によ り 、

課題解決に向けた共通認識を図り ま す。  

 

（ ２ ） ヒ アリ ング等によ る 学校の課題把握及び個別支援 

各種調査の分析や学校へのヒ アリ ングをも と に、学校ごと の課題を把握し 、指導主事等に

よ る 学校訪問や授業参観等の伴走型支援を実施し ま す。  

 

（ ３ ） 教職員研修の一層の充実 

習熟度別の校内研修や効果的な活用を目指し た授業参観など 教職員研修の一層の充実を

図る と と も に、府のポータ ルサイ ト や全国教員研修プラ ッ ト フォ ームを活用し 、学び続ける

教職員の育成を目指し ま す。  

 

（ ４ ） 先進事例の積極的導入 

文部科学省リ ーディ ング DX ス ク ールによ る 先進的な取組や共同調達会議を通じ て府内

の市町村の先進的な取組等を調査研究し 、 効果的と 判断し たも のを積極的に取り 入れま す。 

 

（ ５ ） 優れた授業実践事例の収集及び波及 

子ども たちがタ ブレッ ト 端末を効果的に活用し ながら 、「 個別最適な学び」 と 「 協働的な

学び」 を一体的に充実さ せて、「 主体的・ 対話的で深い学び」 の実現を図る 優れた実践事例

を収集・ 公開し 、 広く 波及さ せる こ と によ り 、 教職員の授業改善を一層推進し ま す。  


